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至高きには光栄神に帰し、 

地には平安降り、 

人には惠臨めり 

        

―ルカ伝2章14節― 

『至
と
高
き
に
は
光
栄
神
に
帰
し
、
地
に

は
平
安
降
り
、
人
に
恵
み
は
臨
め
り
』 

 

準
備
を
せ
ず
に
い
て
も
、
暦
ど
お
り
に
そ
の

日
が
や
っ
て
く
る
。
し
か
し
真
の
「
降
誕
祭
の

喜
び
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
祈
り
」
は
日
常
の
な
か
に
醜
さ
や
、
傲
慢
、

妬
み
、
蔑
み
を
発
見
さ
せ
、
時
と
し
て
自
己
嫌

悪
や
自
暴
自
棄
に
向
か
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。
だ
が
逃
げ
出
さ
ず
、
勇
気
を
も
っ
て
正

面
か
ら
自
分
の
醜
さ
と
対
峙
し
て
み
る
と
い

い
。
心
の
貧
し
く
し
た
者
の
謙
遜
は
天
に
お
い

て
宝
に
な
る
。
感
謝
を
込
め
て
祈
り
、
願
い
、 

す
べ
て
を
神
に
打
ち
明
け
る
と
主
は
応
え
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
は
私
の
愛
に
値
す
る
存

在
で
、
こ
の
世
に
輝
く
尊
い
灯
だ
と
。
私
の
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
で
の
誕
生
を
見
な
さ
い
、
貧
し
さ
の

中
に
生
ま
れ
、
蔑
み
の
な
か
で
過
ご
し
た
こ
と

を
思
い
起
こ
し
な
さ
い
と
。
そ
し
て
世
俗
に
ま

み
れ
た
あ
な
た
を
私
は
受
け
取
る
と
。
な
ぜ
な

ら
主
の
追
い
求
め
る
の
は
正
し
い
人
で
な
く

「
罪
人
」
で
あ
る
か
ら
。
悲
惨
の
淵
に
沈
倫
し

て
い
る
世
の
人
の
苦
し
み
を
喜
び
に
変
え
、
導

か
れ
る
。
こ
う
し
て
主
の
与
え
賜
う
真
の
喜
び

は
貧
し
い
人
の
心
に
輝
き
、
生
ま
れ
る
。 

ハ
リ
ス
ト
ス
生
ま
る 

！ 

崇
め
讃
め
よ 

！ 
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▲長司祭に昇叙される水口神父 

全国公会の開催 
        7/8-9 東京 

▲ダニイル府主教座下とセラフィム大主教座下 

 

平
成
29
年
度
の
全
国
公
会
が
7
月
8
日
㈯
、
9
日
㈰
の
両
日

に
わ
た
り
、
東
京
本
会
の
ニ
コ
ラ
イ
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
全

国
の
神
品
、
信
徒
代
議
員
約
70
名
が
集
い
、
諸
活
動
の
報
告
、
財

務
関
係
、
役
員
改
選
、
人
事
等
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。 

 

主
日
聖
体
礼
儀
で
は
盛
岡
正
教
会
の
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
と
大

阪
正
教
会
の
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
神
父
が
長
司
祭
に
昇
叙
さ
れ
、
飾

り
十
字
架
と
パ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
の
佩
用
が
祝
福
さ
れ
た
。
ま
た
人
事

で
は
ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
が
ご
高
齢
の
為
に
仙
台
正
教
会
に
専
念

す
る
こ
と
に
な
り
、
中
新
田
正
教
会
は
児
玉
神
父
が
兼
務
、
ま
た

九
州
管
区
に
つ
い
て
は
パ
ウ
ェ
ル
及
川
神
父
に
替
わ
り
ワ
シ
リ
イ 

 
 

 
 

杉
村
神
父
の
任
命
が
発
表
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

公
会
は
最
後
に
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
ご
司
祷
に 

 
 

 
 

よ
る
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
モ
レ
ー
ベ
ン
を
献
じ
、
聖
堂
前
で 

 
 

 
 

記
念
撮
影
、
ま
た
会
館
で
は
公
会
閉
会
の
慰
労
会
が
行 

 

 
 

 
 

わ
れ
て
終
了
し
た
。 
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▲参加全神品による主日聖体礼儀 

▲訓示を述べられるセラフィム大主教座下 

▲信徒会館2階で行われた教区会議 

 

6
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰
の
両
日
、
東
日
本

の
教
区
会
議
が
札
幌
正
教
会
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
。
昨
年
の
函
館
正
教
会
の
聖
堂
建
立
百
年

祭
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
教
区
会
議
に
引
き
続
き

2
年
連
続
の
北
海
道
内
で
の
開
催
と
な
っ
た
。 

 

24
日
は
午
後
か
ら
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
教

区
会
議
の
前
に
財
務
他
の
資
料
に
つ
い
て
報
告

と
確
認
が
行
わ
れ
た
。
25
日
は
主
日
聖
体
礼
儀

に
引
き
続
き
、
理
事
、
信
徒
代
議
員
35
名
の
出

席
の
も
と
、
昨
年
の
業
務
報
告
と
決
算
、
次
年

度
業
務
計
画
と
予
算
そ
の
他
が
討
議
さ
れ
た
。 

 

 

会
議
の
冒
頭
に
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下

の
御
訓
示
が
あ
り
、
教
会
に
お
い
て
人
を
ど
う

呼
び
寄
せ
交
わ
り
を
持
つ
か
と
い
う
宣
教
の
中

心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
管
轄
司
祭
と
信

者
が
共
に
信
仰
の
喜
び
の
伝
え
方
を
考
え
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
ご
指
摘
さ
れ
た
。 

 

議
事
に
お
い
て
は
特
に
質
問
や
意
見
は
出
さ

れ
ず
、
活
動
報
告
や
財
務
の
全
て
の
議
題
が
承

認
さ
れ
た
。
そ
の
他
で
は
教
区
セ
ン
タ
ー
の
役

割
も
持
つ
仙
台
正
教
会
館
の
老
朽
化
に
伴
い
、

将
来
的
な
展
望
を
持
っ
て
検
討
す
る
時
期
が
来

て
い
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
出
席

理
事
の
宿
泊
費
に
つ
い
て
今
後
教
区
で
支
出
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
会
計
監
事
は
長
年
勤

め
ら
れ
た
盛
岡
の
ス
テ
フ
ァ
ン
荒
浜
兄
が
退
任

さ
れ
新
た
に
一
関
の
ワ
シ
リ
イ
小
野
寺
兄
が
選

出
さ
れ
、
ハ
リ
サ
ン
プ
大
立
目
兄
は
留
任
と

な
っ
た
。
会
議
は
最
後
に
全
国
公
会
代
議
員
を

決
め
て
無
事
終
了
し
た
。 
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▲秋の収穫祭で感謝祈祷が献じられた（中新田） 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
ご
巡
回 

 
 

 
 

 
 

 

一
関
・
中
新
田
・
札
幌 

▲感謝状を受け取る 

   イリヤ川股峰輝兄 

▼大主教座下と 

   小池神父ご夫妻 

  

■
一
関
正
教
会 

 

 

9
月
2
日
㈯
、
3
日
㈰
に
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主

教
座
下
は
一
関
正
教
会
を
ご
巡
回
さ
れ
、
司
祭

叙
聖
30
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
マ
ル
コ
小
池

神
父
へ
の
お
祝
い
の
贈
呈
と
、
長
年
に
わ
た
り

金
成
正
教
会
執
事
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
き

た
イ
リ
ヤ
川
股
峰
輝
兄
へ
の
感
謝
状
授
与
が
行

わ
れ
た
。
一
関
管
轄
の
信
徒
も
集
ま
っ
て
祝
意

を
表
し
、
小
池
神
父
と
川
股
兄
の
益
々
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
し
た
。 

              

    

■
中
新
田
正
教
会 

 

10
月
29
日
㈰
、
中
新
田
で
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
大

主
教
座
下
を
お
迎
え
し
て
臨
時
信
徒
総
会
と
収

穫
祭
が
行
わ
れ
た
。
聖
堂
建
替
え
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
境
内
地
の
整
備
の
一

環
と
し
て
空
家
と
な
っ
た
貸
家
の
解
体
等
に
つ

い
て
教
団
の
承
認
を
得
る
た
め
の
総
会
だ
っ

た
。
提
案
は
全
員
賛
同
し
可
決
さ
れ
、
そ
の
後

収
穫
祭
を
祝
う
昼
食
会
が
開
か
れ
、
大
主
教
座

下
を
交
え
て
し
ば
し
懇
談
し
た
。 

              

■
札
幌
正
教
会 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
イ
コ
ノ
ス
タ
ス

の
取
り
換
え
、
聖
堂
内
部
の
全
面
塗
装
他
の
修

復
を
完
了
し
た
札
幌
正
教
会
を
11
月
11
日
㈯-

13
日
㈪
に
訪
れ
た
。
12
日
㈰
の
主
日
聖
体
礼
儀

の
前
に
管
轄
の
イ
ア
コ
フ
篠
永
神
父
と
共
に
聖

堂
内
部
の
修
復
成
聖
式
を
行
わ
れ
た
。 

 

大
主
教
座
下
は
集
ま
っ
た
約
60
名
の
信
徒
を

前
に
「
札
幌
正
教
会
信
徒
の
信
仰
心
と
そ
の
努

力
を
嘉
し
、
天
に
宝
を
積
む
こ
と
の
大
切
さ
、

堂
の
美
な
る
を
愛
す
る
心
」
を
説
か
れ
た
。 

 

修
復
さ
れ
た
聖
堂
は
真
っ
白
な
壁
と
L

E

D

の
電
球
に
替
え
ら
れ
た
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
で
、
見

違
え
る
ほ
ど
明
る
く
な
っ
た
。 

▲聖水が注がれ 

  聖膏が塗布された 

▼見違えるほど 

   明るくなった聖堂 
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▲
  

震災前の石巻正教会旧会堂 

ロシア文化省主催 国際会議 
「日本の聖ニコライと        
   モスクワの聖インノケンティ」 

ロ
シ
ア
文
化
省
主
催
の
標
記
の
会

議
が
11
月
8
日
㈬
に
在
日
ロ
シ
ア

連
邦
大
使
館
で
開
催
さ
れ
、
日
露

の
研
究
者
参
加
の
も
と
、
セ
ラ

フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
講
演
も
行

わ
れ
た
。 

 

ロ
シ
ア
正
教
会
渉
外
局
長
の
イ

ラ
リ
オ
ン
府
主
教
座
下
も
来
日
さ

れ
て
前
日
に
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
訪
問

さ
れ
た
。 

 ご講演される 

 セラフィム大主教座下 

▲ニコライ堂を訪問された 

 イラリオン府主教座下 

 東日本大震災で津波被害に遭い、

解体され保存されていた石巻正教会

旧会堂は、この度ようやく再建に着

工することとなり、9月20日㈬に石

巻市中瀬の現地でセラフィム大主教

座下ご司祷による土地成聖と安全祈

願の祈祷が献じられた。施工業者が

主催し、石巻市副市長をはじめ工事

関係者と石巻正教会信徒が参加して

行われたものである。 

 今後保存されている部材を調査

し、土地のかさ上げも行われる予定

であり、完成は来年度の見込み。 
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正
教
会
の
祈
祷
文
に
「
小
詠
頌
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
光
栄
は
父
と
子

と
聖

に
帰
す
、
今
も
い
つ
も
世
々
に
、
ア

ミ
ン
」
と
詠
わ
れ
る
も
の
で
、
信
徒
に
と
っ

て
は
と
て
も
馴
染
深
い
祈
祷
文
で
す
。
聖
堂

に
参
祷
す
る
と
、
こ
の
祈
祷
文
が
何
回
も
繰

り
返
さ
れ
る
の
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
奉

神
礼
の
歴
史
に
お
い
て
、
神
と
は
聖
三
者

（
神
・
父
、
神
・
子
、
神
・
聖

）
で
あ
る

と
い
う
大
切
な
教
え
を
衆
人
に
確
実
な
形
で

知
ら
し
め
る
た
め
で
し
た
。 

 

「
帰
す
」
と
い
う
言
葉
の
解
釈
と
し
て
判
り
易
い
の
は
、
こ
の

「
小
詠
頌
」
の
も
う
一
つ
の
訳
文
「
光
栄
は
父
と
子
と
聖

の
も
の

な
り
、
今
も
い
つ
も
世
々
に
、
ア
ミ
ン
」
で
す
。
つ
ま
り
「
光
栄
」
と

は
神
の
も
の
で
あ
る
、
神
固
有
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。 

 

私
た
ち
は
日
々
の
信
仰
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
時
に
「
神
の

光
栄
」
を
感
ず
る
で
し
ょ
う
か
。
在
ら
ざ
る
と
こ
ろ
無
く
、
満
た
ざ

る
と
こ
ろ
無
い
全
能
者
で
あ
る
神
は
、
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
の
中
に
ヒ

ン
ト
を
備
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
要
は
、
私
た
ち
が
そ
れ
を
見
出
す
霊

の
眼
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
野
の
花
一
輪
に
込
め
ら
れ
た

可
憐
な
美
し
さ
、
新
た
な
生
命
が
生
ま
れ
出
ず
る
神
秘
、
母
の
子
に

対
す
る
無
償
無
限
の
愛
、
隣
人
の
た
め
に
祈
る
心
…
。
私
た
ち
の
日

常
は
、
神
に
光
栄
を
帰
す
「
理
由
」
に
な
ん
と
満
ち
満
ち
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

 

悪
魔
は
、
人
間
が
神
を
讃
美
す
る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
か
ら
、
人
間

が
そ
の
よ
う
な
美
し
く
完
成
さ
れ
た
世
界
か
ら
目
を
逸
ら
し
、
汚
い

も
の
ば
か
り
を
見
る
よ
う
に
し
む
け
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

な
悪
魔
の
誘
い
に
簡
単
に
乗
せ
ら
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

コ
リ
ン
フ
前
書
第
6
章
20
節
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

「 

故
に
均
し
く
神
に
属
す
る
爾
ら
の
身
を
以
っ
て
、爾
ら
の
霊
を

以
っ
て
、光
栄
を
神
に
帰
せ
よ 

」
。 

 

こ
こ
か
ら
解
る
こ
と
は
、
神
が
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
口
で

「
光
栄
は
神
に
帰
す
」
と
言
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ち
が
自
ら
の
身
体
を
使
い
、
自
ら
の
心
を
砕
い
て
、
神
に

喜
ば
れ
る
人
間
と
な
る
こ
と 

―
― 

こ
れ
こ
そ
が
「
光
栄
を
神
に

帰
す
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
な
の
で
す
。 

「光栄」について  長司祭 ニコライ・ドミートリエフ 

イコン 「至聖三者」 アンドレイ・リュブリョフ 
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東
北
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会
は
盛
岡
正
教
会
が
担
当

と
な
り
10
月
22
日
㈰
、
23
日
㈪
に
盛
岡
つ
な
ぎ
温
泉
の

「
ホ
テ
ル
大
観
」
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

懇
親
会
は
午
後
6
時
に
開
会
祈
祷
、
管
轄
司
祭
の
水

口
神
父
に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
と
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座

下
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
地
元
信
徒
に
よ
る
さ
ん
さ
踊

り
や
前
執
事
長
の
佐
藤
兄
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
水
口

神
父
も
伴
奏
や
笛
で
大
活
躍
。
ま
た
恒
例
の
教
会
近
況

報
告
で
互
い
の
状
況
を
知
り
、
大
い
に
懇
親
を
深
め

た
。 

 

翌
日
は
水
口
神
父
に
よ
る
「
盛
岡
正
教
会
の
先
人
た

ち
」
の
講
話
が
行
わ
れ
、
盛
岡
ゆ
か
り
の
ダ
ニ
イ
ル
須

川
長
之
助
と
モ
イ
セ
イ
浜
野
茂
の
生
涯
に
つ
い
て
興
味

深
く
学
ん
だ
。 

▲盛岡ゆかりの信者 

 の生涯を学んだ 

▲各地の教会信徒が 

 親交を温めた懇親会 

■東北ブロック宣教会議（写真 下） 
 9月14日㈭、今年度第一回目となる東
北ブロック宣教会議が一関正教会で行わ
れた。仙台のウェラ山中姉、盛岡のシメ
オン湊兄、涌谷のニコライ木村兄もそれ
ぞれ前の委員の後任として加わり、新し
い視点での発言が期待されている。 

■北海道ブロック宣教会議（写真 上） 
 11月18日㈯、小樽正教会にて北海道
ブロック教会学校教師会が、また19日
㈰には主日聖体礼儀後に宣教会議が開催
された。半期を振り返ってそれぞれの教
会活動の報告と残っている行事の確認、
来年の予定案を検討した。 
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 9月1日㈮-3日㈰にかけて釧路正教会で

北海道ブロック聖歌研修会が行われた。

初日はスヴェトラーナ山崎姉による「永

眠者の記憶」の講義、2日目はステファ

ン内田神父の旧約の解説、エレナ笠原姉

による「正教会聖歌に必要な音楽知識」

の講義も行われた。聖体礼儀とパニヒダ

も行われ、その後に参加者による熱心な

意見交換が行われた。 北海道ブロック 

東北ブロック 
 11月17日㈮、18日㈯と仙台正教会で今

年度の東北ブロック聖歌研修会が開催さ

れた。35名の参加者は初めにダヴィド水

口神父の「埋葬式祈祷文の解説」の講義

を受け、続いて指揮者グループの実技、

発声練習を行なった。誦経の奉仕者はル

カ田畑神父から指導を受けた。聖体礼

儀、パニヒダでは役割分担をしながら実

践に臨み、反省会が行われた。 
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教会学校修養会 

 8月1日㈫から3日㈭まで北海道では

「キャンプだホイ！」が札幌正教会の

担当で深川市のネイパル深川で開催さ

れた。北海道各地、東京、京都からも

集まり49名の参加者となった。 

 初日は移動と夕食のバーベキューと

勉強会、スポーツクライミング。二日

目は旭山動物園をグループで見学、ネ

イパル深川に戻って質問コーナーで学

び、星座観察を行った。最終日キャン

プの思い出を川柳に詠み、和室では札

幌の婦人会によるお茶を頂き「お点

前」のさわりを体験した。 

 好天に恵まれ、都会の喧騒を離れて

自然を満喫した。来年は函館・上磯が

会場となる。再会を約束して楽しい

キャンプを終えた。 

北海道ブロック 

東北ブロック 

 東北ブロックの夏季修養会が7月30

日㈰、31日㈪の日程で仙台正教会が

当番となって秋保温泉の「木の家」で

開催された。子供たちも12名が集ま

り賑やかな修養会となった。 

 雨天を心配したが、当日は曇りで川

遊びも予定通り出来た。夕食は子供た

ちも手伝ってバーベキュー。夕食後、

スイカ割、花火、マジックショーと

「ろうそくもらい」という函館地方の

七夕の子供の行事を楽しんだ。神父さ

んへの質問コーナーでは鋭い質問も飛

び出して大いに学んだ。  

 翌日は仙台天文台でプラネタリウム

と展示物の見学、お昼には皆でレスト

ランでナポリタンハンバーグを頂い

た。子供たちの元気に後押しされた今

年の修養会。来年も盛会になるよう多

くの参加を呼び掛けて行きたい。 
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－ 宣教献金の御礼とお願い － 
＋主の御名によりてご平安をお祈りいたします 

皆様方のご理解とご協力を賜り、昨年度は402件2,066,000円の宣教献金が寄

せられました。目標を超える御献金を賜り厚く御礼申し上げます。 

 今年も年末が近づき来年に向けて教区の宣教献金募集の時期になりまし

た。下記の要領で募集いたしますので、ご協力をお願い申し上げます。 

 

記 

■２０１７年度宣教献金額目標額  ２００万円 

■献金額   1口  ３,０００円（1口以上を目安にお願いいたします） 

■献金方法   同封の郵便振替用紙に住所、所属教会名、聖名、氏名を記入しこれまで   

         通り、最寄りの郵便局(ゆうちょ銀行)にてお手続き下さい。 

■期  間  ２０１７年１２月５日 ～ ２０１８年５月３１日 


